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Content-Based Instruction の視点から 
考えるボランティア活動目的の 
短期海外英語研修
浅　野　享　三
要　　約
　英語教師の役割を content-based instruction の視点から考えると，ボラン
ティア活動を目的とした本学国際協力フィールドワーク・オーストラリア
プログラムは，海外研修や短期英語研修で広く実施されている ESOL 授
業を主とした研修に代わりうる，あるいはその補完的役割を果たしうるも
のと言える。
Abstract
　 Taking our International Cooperation Fieldwork, Australia Program, for 
example, an overseas volunteer activity can be considered as a replacement or 
done in conjunction with widely-conducted ESOL-oriented training programs 
from the perspective of  content-based instruction that places an emphasis on 
teacher’s roles.
序
　大学生や短大生の海外研修や短期英語研修は，その研修国・地域，研修
期間，研修内容，滞在方法などに違いはあるものの，国際教育や英語教育
の一環として大学や短大によって積極的に導入されている。南山大学は，
平成 16 年度「特色ある大学教育支援プログラム（以後，特色 GP）」とし
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て，「アジアを重視した国際教育の質的向上」に取組んでいる。その取組
概要によれば，「アジアからの質の高い留学生の受け入れと，南山大学学
生のアジアでの短期海外研修への派遣をうまく調和させ，多様な文化的背
景を持つ学生たちが互いに学びあう『マルチカルチュラルな』教育環境を
実現した」としている。また，鹿児島純心女子短期大学では，やはり同年
度の特色 GP で，「モティベーションを高める体験型英語教育―全寮制と
海外研修を活用する実践的カリキュラム―」に取組み，より明確に海外研
修を英語教育に採り入れている。特にカリキュラム内の専門教育科目と連
関させ，研修国であるオーストラリアについて「オーストラリア研究」を
履修させたり，ホストファミリーとのやり取りや研修日記を「ライティン
グ」として履修させたりして，より意味のある活動を通して英語学習意欲
の高揚を図っている。特色 GP に海外研修を含む取組みが採択されたこと
は，大学や短大でも国際教育や英語教育としての海外研修の広がりが期待
され，その効果に関心が高まっていると考えられる。
　本稿は，海外研修や短期英語研修が大学生や短大生にもたらす影響を，
総合的に見て評価する前提に立つ。典型的な海外研修や短期英語研修に組
み込まれている教室内での ESOL 授業や歴史・文化の学習に代わりうる，
あるいはその補完的役割を果たしうる活動として，短期間で学生の満足
度を高める可能性が高い本学国際協力系列の国際協力フィールドワーク・
オーストラリアプログラム（以後，FWAP）の有用性に着目する。海外研
修や短期英語研修で英語の上達が期待される現実を踏まえ，英語教育分野
の課題として，英語教師の役割を重視する content-based instruction の視点
から FWAP を考察する。
1 ．海外研修，短期英語研修の内容と効果
1.1　「海外研修」「短期英語研修」
　一般に「海外研修」「語学研修」「短期留学」「長期留学」などと呼ばれ
る海外渡航の内容把握や厳密な定義は容易ではない。文部科学省高等教育
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局学生支援課発行の「我が国の留学生制度の概要　受入れ及び派遣」によ
れば，2003 年度の日本人海外留学者数は，約 75,000 人とあるが，これには，
本稿で論じる大学生や短大生の「海外研修」や「英語研修」の参加者数は
含まれていない。「留学」や「研修」の内容や実態とともに，「短期」，「長
期」という見方も誤解を生みやすい。上述の「我が国の留学生制度の概要
受入れ及び派遣」では，「短期留学」とは「主として大学間交流協定等に
基づいて母国の大学に在籍しつつ，必ずしも学位取得を目的とせず，他国・
地域の大学等における学習，異文化体験，語学の習得などを目的として，
概ね 1学年以内の 1学期または複数学期
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，教育を受けて単位を修得し，ま
たは研究指導を受けるものであり，その授業は母国語または外国語で行わ
れる（傍点，筆者）」と定義している。本稿で取り上げる「短期英語研修」
の「短期」とは同じではない。
　同じ「短期留学」でも，旅行代理店や留学斡旋業者が扱う商品では，「短
期」は概ね 2 週間程度から 8 週間程度，3 ヶ月までを示している。また渡
航に当たり留学ビザ取得が不要なものは語学「研修」と呼び海外旅行の範
疇に入れて，語学「留学」とは呼称しないような自主規制をしている。し
かし，米国渡航は，一週間あたりの授業時数が 18 時間を越える「語学研
修」「短期留学」の場合は，その渡航に留学ビザを必要とする。従って，
何をもって「研修」「留学」，そして「短期」「長期」と判断するかは，一
律に論じられない。
　本稿では，これらの厳密な定義や仕分けはその目的ではないので，ここ
で述べる「海外研修」「短期英語研修」とは，「大学や短大が主催するもの，
またはその意向を受けて旅行代理・留学斡旋業者が主催するもので，主に
長期休暇期間を利用して，引率者が一定数の学生参加者に付き添い，全員
が概ね同じ旅程をこなすもの」と考える。個人による渡航は含まない。
1.2　内容と効果
　英語教育の実践の場として海外研修や短期英語研修をとらえると，典型
的な研修とはどのような内容なのだろうか，またどのような面で効果があ
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ると考えられるのだろうか。できるだけ短大の現状を理解するために，①
日本私立短期大学協会のホームページの「海外英語研修」のキーワード検
索の結果得られた 62 件と，② Google にて「短大」「海外英語研修」の完
全一致検索を利用して得られた 116 件の両方から，重複せずかつ古すぎな
い典型的な事例を導き，どのような内容や効果があったのかについて，主
に旅程や日程そして参加学生や引率者の感想や印象から調べた。
　短大生の典型的な海外研修，短期英語研修とは，「英語専攻学生の研修
だけではなく，保育・栄養・福祉など非英語専攻者も参加し，現地の授業
として ESOL や歴史・文化を学習し，授業後はスポーツやショッピング
を行う。さらに教育機関を訪問して文化交流をしたり，各地で名所見学を
したりするもの」とらえられる。また，効果については，参加した学生の
感想を一般化してモデル的に示すならば「多くの出会いがあり，異文化に
接して見聞が広がった」となる。また，「自文化に対する知識や理解の乏
しさに気づかされ，研修は確実に自身の成長につながったといえるが，英
語は上達したとはいえず，今後の英語学習の動機付けとしたい」となろう
か。
　上述した鹿児島純心女子短大が公表する調査結果では，2003 年度参加
学生の 92.9％が聞く能力が，74.1％が話す能力が「飛躍的に伸びた」と感
じているが，モデル的に示した多くの参加学生の感想には「英語は上達し
たとはいえない」とある。ここから推測できるのは，たとえ短期の研修で
あっても，学生が期待する研修成果として「英語の上達」を上位に位置づ
けていることである。もう少し長期の渡航希望者が，留学を考えた理由や
留学する目的を「語学習得」としているのは当然であろうが 1），鹿児島純
心女子短大の報告のような例はともかく，短期の英語研修で，全ての参加
学生が実感できるほどに英語が上達するとは考えにくい。ここには，昨今
の学生が海外研修や短期英語研修に対して，英語学習の成果を過大に期待
する傾向も透けてみえる。
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2 ．Content-based instruction として考えるボランティア活動
2.1　ボランティア活動の概要
　今回の FWAP は 2006 年 7 月 22 日～ 8月 5日の間 2），豪州ブリズベンで
実施された。渡航期間は全 15 日間となるが，ここでは本来の目的である
ボランティア活動が行われた 9 日間の内容に絞る。学生は二週間に二種類
の別々の活動に従事し，一週目は，Greening Australia（以下，GA）3）という，
国内 80 ヶ所にその活動拠点を置く団体のブリズベンセンターで，自然や
環境を保護するための緑化活動に加わった。学生の活動は三つである。一
つは，オーストラリア固有種の木を育てるために，種から発芽したものを
容器に植替え，それに水をやり雑草を取り除く作業，二つ目は，実際に苗
木となったものを植林する作業，そして，植樹を保護するために立ち木の
根元に木のくずなどを敷詰めたり，不要な枝を剪定する作業だった。二週
目は，Centacare4）という団体で，日帰りまたは宿泊を伴う介護サービスを
はじめ，各種 respite service5）に従事した。一週間の標準的な作業は，昼食
やお茶の配膳や片付けと，平均 80 歳の client の世話だった。具体的には，
歩行時の介添えや話し相手，折り紙や紙風船などの文化的色彩のある活動
を交えたもてなしだった。日によっては，担当者に同行し迎えのバスに乗
車して，一人ひとりをピックアップした。
2.2　Content-based instruction
　学生は本学カリキュラムの中で国際協力について学ぶためにこれらの活
動に参加したのだが，この活動を英語習得のためのアプローチとして見れ
ば，これは content-based instruction（以後，CBI）である。Brinton（1989, 
P. 2） は，CBI を “integration of  particular content with language-teaching aims”
と定義し，特に中等教育を終えた学習者が，目標言語である第二言語で科
目内容を学ぶと同時にその目標言語も併せて学ぶもの，と説明している。
学習者にとって大切なのは，第二言語で提供される科目内容という情報を
獲得することであり，その過程で，またはその過程を経て第二言語も習得
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するという点である。これに照らしてみれば，学生は Brinton の主張どお
りの活動をしたことになる。
　一般的に CBI の利点として指摘される主なものは，①学習者にとって，
目標言語を学ぶ過程で比較的苦痛が少なく，目標言語を学んでいるという
プレッシャーが小さい，②目標言語を学習や練習の対象として扱うのでは
なく，真のコミュニケーションの手段として扱える，③学習者はより自立
的に振舞うことができ，教師の支配から抜けて学習者として自信を深めら
れる，などが挙げられる。
　一方で，弱点としては，①学習者は，目標言語を学んでいるという意識
が希薄となるために，語彙や文法の習得に注意が向きにくい，②学習者
は，目標言語を意識してドリル練習をすることがないことに加え，学習者
が同じ母語話者集団の場合は，母語によるコミュニケーションを優先しが
ちである，③学習者の目標言語到達度によっては，そのレベルに合いなお
かつ英語として authentic な教材を常に提供するのが難しい，などが主な
ものとして考えられる。
2.3　CBI の視点で考える FWAP
　本学の FWAP は，国際協力系列の科目であり，「国際ボランティア論」
や「国際協力論」を学んだ学生の実践の場としての意味が強い。もちろん
この系列は本学英語科の枠内にあるために，英語の習得を兼ねての FWAP
であることは論を待たないが，実際に引率をしてみると，参加学生の英語
の listening や speaking 能力は十分にして適切とは言えず，さまざまな場面
で難渋した。しかし，それにもかかわらず，学生の満足度は高く，二週間
のボランティア活動は英語学習に多大な貢献をした。
　その理由を CBI の視点から考察する。まず，一週目の GA では，スタッ
フの説明時に propagation，mulching，pruning，afforestation などの専門的
な用語が多用されたが，それが何を意味するのかは，その後に続く作業自
体が答えとなった。元々日本でも未経験なことに日本語への翻訳はさして
意味を持たず，まさに context が答えを示した好例といえる。
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　次に，二週目の Centacare での体験では，真のコミュニケーションと
して英語を使うことができた。介護のレクチャーを受けていたときに，
“Infection control”6）のところでは，その前までの態度とは変わって，真面
目にかつ真剣に話が聞けた。このことが示すのは，マニュアルに書かれ
た英語を読むことは真に意味がある行為であり，普段の reading 授業中の
「読み」ではないことを如実に示している。client の感染にかかわるという
重大性が示唆するのは，書かれた英語が authentic かどうかではなく，コ
ミュニケーションそのものが authentic かどうかという面である。他にも，
authentic なコミュニケーションが生まれた事例がある 7）。
　CBI の視点からボランティア活動が貢献したと考えられる三つ目は，英
語そのものを学んでいるという感覚があまりないままに，学んでいる点で
ある。説明や指示や話を聞いたり読んだりすることは，その次に何をする
かという前段の部分に他ならない。例えば，mulching のときにスタッフ
が「くま手」使用の際の危険について説明をした。自分がけがをしないた
めには，説明に出てくる新出語 “rake” の正確な意味よりも，“rake” の
置場を自分で確認することが先となった。また，“rake” は普段教室で耳
にする，若しくは耳にする可能性が高いであろうという発音の /reik/ で
はなかったが，こちらの不安をよそに，音と意味の結合に時間はかからな
かったこともその一例といえる。
　さらに，四つ目として，ボランティア活動中は，学生は学習者というよ
りは自立した人間として振舞うことができた。介護体験では，80 歳を越
す人や自力歩行が困難な人，認知症とみられている人や徘徊癖のある人な
どに対して，ひとりの人間として真剣に応対し援助を差し延べることがで
きた。これらの人たちの英語は，オーストラリア発音，語彙，さらに加
齢からくる独特な発話方法などから，学生には分かりにくいはずだと心
配したが，学生によると，理解に時間はかかったものの「かなり分かっ
た」という。教師から習う英語の授業に受身的に参加する学習者としてで
はなく，client に必要とされるひとりのボランティアとして，または，他
に頼れる人のいない場面で自信を持ち始めた自立しようとする人間として
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client に接したことが，コミュニケーションを促進した事例と考えられる。
3 ．英語教師の役割から考える CBI
　CBI は主に教室内で教師が用いるアプローチであるが，着目したいの
は，一連のボランティア活動では，誰が教師の役割を演じたのかという
点である。Stryker and Leaver（1997, pp. 285―286）は，CBI における主
な教師の役割を，目標言語に関する知識の伝達者ではなく “facilitators 
of  communicative competence in learners”に置いている。この考えに従え
ば，出会った client やボランティアの人々，GA や Centacare のスタッフ
らは，CBI でいうところの教師と同じではない。なぜならば，仮に，ボラ
ンティア活動を CBI でいうカリキュラムと考えると，その中には CBI に
必須の subject matter はあっても，その他の要素である forms，functions，
situations or skills を教えるカリキュラムはない。現地で出会った人々がそ
れらを教えることは稀である。さらに，彼らが CBI を用いる教師のように，
学習者である学生が学びやすいように言語と内容のバランスを考えたり，
subject matter を選択したり，学生にボランティア活動の評価をすることは
まずない。これらの点で，彼らは明らかに CBI 教師と同一視はできない。
　帯同した引率者は今回の FWAP では何を演じたのだろうか。まず，引
率者（chaperon）としては，何ができたのだろうか。chaperon とは，辞書 8）
によれば，“A person, especially an older or married woman, who accompanies 
a young unmarried woman in public”を意味するが，“in public”の部分から
伝わるのは，単なる随行員ではなく，公衆の面前では管理者・保護者とし
ての役割が時にあるという点である。それにはある種の authority を伴う。
この点で，引率者は facilitator とも同一視しにくい。
　しかし，もともと教師が授業中に求められる能力や役割は一つではない。
英語教師に求められる資質や能力について，Brown（2001, pp. 166―168）
は，“Good language-teaching characteristics”として，technical knowledge，
pedagogical skills，interpersonal skills，personal skills に区分けし，その中で
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30 に及ぶ資質や能力，望ましい姿を挙げている。ボランティア活動をす
る学生を一定期間に渡り引率するという行為（chaperoning）に期待される
ことは，英語の授業をする教師のそれと似ている。例えば，言語と文化に
関する専門知識を有したり，適切なフィードバックを与えられるスキルを
備えたり，学生に適切なユーモアを持って接することができたり，また高
い倫理観を体現できることも必要であろう。chaperon は，しかし，さらに
管理者・保護者としての役目も伴い，この意味で teacher とも同じではない。
　Clifton（2006, pp. 142 ― 150）は，学習者が小グループの場合には
facilitation が適した方法であるという立場を堅持しながらも，教師の果た
すべき役割は，facilitator か，または教室の支配的な役を演じる teacher か，
という二者択一ではないと指摘する。“ … knowing when it is appropriate to 
use each style of  interaction according to local circumstances.”と，大切なのは
その場の状況に応じて，自在に facilitator と teacher を使い分けることであ
ると主張する。Stevick（1998, pp. 39―45）は，teacher のあるべき姿として，
“…to leave ― to appear to leave ― the Teacher role from time to time，and act 
the part of  an Ordinary Person，a cordial，interested Fellow Human Being.”と，
時には “Ordinary Person”して振舞うことの重要性を指摘している。
　本学ボランティア活動では，英語教師が chaperon として随行すること
で，管理者・保護者役はもちろん，学びの facilitator や teacher としての
効果も期待できる。この chaperoning の強みを四点に集約すると，①引
率者として学生の安全を確保し活動を進行する，②自分もひとりの人間
（Ordinary Person）として client やスタッフの言動に感動する場面を学生に
見せられる，③学生の目標言語獲得を間近にいて支援する facilitator にな
れる，④必要に応じて専門知識を発揮して，より積極的に学生の英語学
習にかかわる teacher になれる。このように考えると，ボランティア活動
での chaperoning という学生への接し方は，CBI でいう教師の役割を内包
するより大きな役目を演じる存在だといえる。Brown（2001, p. 430）は教
師の役割を比喩的に，the teacher as controller，the teacher as director，the 
teacher as manager，the teacher as facilitator，the teacher as resource と，五つ
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示しているが，新たに the teacher as chaperon を付け加えることができよう。
4 ．ボランティア活動が示唆したこと
　本学学生に限れば，英語という言語についてはすでに多くを知り，平均
的な学力や学習動機も意欲も比較的高いといえる。しかし，決して十分と
はいえないまでもそれまでの学習成果を試行したり，さらに英語学習を発
展させたりするための動機を与えてくれる場としては，国内の日常生活は
真に authentic な場面での本当の英語コミュニケーションを必要とする機
会があまりにも乏しいのが実情である。たとえ短期であれ，オーストラ
リアでのボランティア活動は，ESOL 教室で見られがちな練習としてのコ
ミュニケーション活動ではなく，まさに人間と人間の生きたコミュニケー
ションを必要とする場だといえる。
　参加学生の感想から明らかになったのは，教室内の英語学習という表層
からは見えにくい，人と人の営みであった。換言すれば，自分が行動した
り他人を動かしたり，感動を受けたり与えたり，他人の情念をとらえたり
自分の情念が湧き上がるような経験は，英語であれ日本語であれ，真のコ
ミュニケーションとして言葉を運用して始めて表出するものではないだろ
うか。以下に学生の感想文から抜粋する（原文のまま）。
アメリアハウスで認知症の方々と交流の機会を得ました。その時に外に
出ようとした一人のお年寄りに何をしたいのかを聞き，その人の願いを別
の方法を用いて叶えさせるというのを見て，非常に驚きました。日本の施
設ならばお年寄りの方を外に出そうとしない事だけで終わっていたでしょ
う。しかし，オーストラリアではその次のステップであるお年寄りの願い
を別の方法で叶えてあげる事も行われていました。さらに，お年寄りの方
を家族として接していました。日本では介護施設でお年寄りの方に家族ど
ころか人間らしい扱いさえもされていない施設もありました。（A さん）
オーストラリアで協力していただいた組織の関係者は，皆お互いを尊敬
し合い，自分の仕事にやりがいを見出し，充実した日々を過ごしているこ
とが伝わってくる人ばかりでした。二箇所の施設ではスタッフの方に日本
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食を作り，折り紙や紙風船の遊び方を伝えるなど，現地の様子を知ること
にとどまらず，自分達が培ってきた日本独特の文化を生かした文化交流が
できたことを非常にうれしく思いました。（B さん）
　一週目のボランティアでは，グリーニングオーストラリアという機関で
仕事をしている人々と沢山出会えた。その中で，一日だけボランティアと
していつもここで手伝いをされている，スーさんという女性と一緒に活動
したが，彼女は 60 歳過ぎという高齢にもかかわらず，私たちが及ばない
くらいとても元気な方で，彼女の仕事ぶりにはとても感心させられた。
（C さん）
5 ．まとめ
　母語以外の言語習得のために母語が話されている国を一時的に離れて，
習得目標言語が日常的に話されている国に旅するという学習方法は，決し
て昨今始まったものではない。Kelly（1976, pp. 293―296）によれば，2000
年前のアテネに遡る。外国との友好促進と外国語の学習を兼ねて生徒や教
師・一般市民が，旅行者としてというよりは，共通の目的をもって相互に
訪問すると海外いう考えも，すでに 17 世紀に J. A. Comenius が提唱して
いたとされる。
　年間 1700 万人超の日本人が海外渡航する現在，そしてかつてないほど
に英語の有用性や優位性が顕在化するなかで，短大生の英語学習のための
海外研修や短期留学はもっと実施されてもよい。ただし，社会人や大学生
にはない短大生の特質や事情そして可能性を理解し，滞在先の適否や期間
の長短に加えて，現地での内容もさらに考慮したい。二，三週間の短期で
あっても，英語研修をできるだけ有意義な，個人渡航では経験ができない
ような，そして今後の英語学習に直結させられるようなボランティア体験・
参加型が望ましい。
　80 年代の初頭より今日まで，各地でそして様々な学習者に対して CBI
が用いられた結果，二つのことが明確になっている。CBI は学習を教室の
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中の出来事に終わらせずに，実際の場面に即したものにできることと，学
習者が自力でコミュニケーション能力を上達させる機会を提供できること
である。今回の FWAP はこれらの効果が挙がることを期待するに足りる
影響を学生に与えた。
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注
1 ）（株）留学ジャーナル発行「留学白書 2006」によれば，同社の扱った留学生の
約 7 割が女性であり，さらにその約半数が 19 ～ 22 歳である。そのアンケー
ト結果では，希望する留学のタイプとして「語学習得」を目的に挙げたのが
78％（複数回答）であり，2 位の「短大・大学入学」9％（複数回答）を大差
で引き離している。
2）旅程は以下のとおりである。
　　7 月 22 日（土）14 時 25 分，JL 便にて中部国際空港発。21 時 40 分，成田経由
でブリズベンへ
　　　　23 日（日）7 時 20 分，ブリズベン着。着後，終日休息。
　　　　24 日（月）～ 28 日（金）Greening Australia の諸活動に参加。
　　　　29 日（土）小旅行。近郊の Moreton Island National Park。
　　　　30 日（日）午前，休息。午後，ホストファミリーとのバーベキュー。
　　　　31 日（月）～ 8 月 4日（金）Centacare の諸活動に参加。
　　8 月 05 日（土）9 時 05 分，JL 便にてブリズベン発。成田経由で中部国際空港
19 時 45 分着。
　　なお，1 週目の金曜日は，雨のために活動不参加となった。
3）Greening Australia is a solutions-driven organisation that is doing something practical 
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about Australia’s environmental problems. We do much more than simply plant 
trees. Greening Australia tackles critical issues like salinity, declining water quality, 
soil degradation, climate change and biodiversity loss through an innovative blend 
of  practical experience, science, community engagement and commitment. With a 
network of  over 350 staff  in 80 locations across the continent, Greening Australia 
lives and works with people from remote, regional and metropolitan communities. 
As Australia’s premier advisers on vegetation management, Greening Australia is 
passionate about protecting and restoring the health, diversity and productivity of  our 
unique landscapes.
　　（2006 年 8 月 26 日の http://www.greeningaustralia.org.au/GA/NAT/AboutUs/ よ
り）
4）Mission: Centacare, as part of  the Mission of  the Archdiocese of  Brisbane: provides 
leadership, education, professional support, policy analysis and advocacy in areas of  
community service and justice throughout the Archdiocese; supports and encourages 
parishes and other groups addressing community welfare needs and justice issues; 
provides social services where appropriate
Values: Centacare is committed to the following gospel based values: the dignity of  
the human person preferential option for the poor interdependence and community 
empowerment justice.
（2006 年 8 月 26 日の http://www.centacarebrisbane.net.au/index.php より）
5）Centacare の資料によれば，overnight and holiday respite, emergency response, in-
home and personal care needs, meal support, social support services which focus on 
community integration などがある。
6）オリエンテーションには，Centacare の活動理念や歴史，実際にボランティア
活動に携わる場合に必要な諸注意が含まれていた。英語による理念や活動の歴
史などは，学生には難解で居眠りする者もでたが，Infection control（感染防止）
に関する項目に話が及んだときは，緊張して聞けた。そのあとすぐに実行しな
ければならない事項だった。
7）訪ねた施設の一つの活動計画は詳細に練られ，バーベキューやピクニック，施
設内のゲームやミニライブコンサート，また美容師がカットをするサービスも
あった。ある日，学生が日本から持ち込んだ「折り紙」は想像以上に人気とな
り，client が競うように折り鶴を求めた。これに学生は深く感動し，client の帰
宅時刻になっても別れがたく，いつまでも興奮冷めやらぬという体験をした。
8）The American Heritage® Dictionary of  the English Language, Fourth Edition. 
Updated in 2003.
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